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東洋大学スポーツ健康科学紀要編集委員会規定

第1条（目的）

この規定は，東洋大学スポーツ健康科学委員会

が発行する「東洋大学スポーツ健康科学紀要」

（以下「紀要」という）の編集および発行につ

いて必要な事項を定めることを目的とする。

第2条（編集委員会）

「紀要」の編集，発行，その他「紀要」に関す

る事項を処理するため「スポーツ健康科学紀要

編集委員会」（以下「委員会」という）を設置

する。

第3条（委員）

1．「委員会」は次の研究室で組織する。

（1）東洋大学「スポーツ健康科学白山研究室」

および「工学部スポーツ健康科学研究室」

の室員

2．委員の任期は2年とし再任を妨げない。

第4条（委員長および副委員長）

l.委員会に委員長1名および副委員長1名を

置く。

2．委員長および副委員長の選出は委員の互選

による。

3．委員長は委員会の会務を総括する。

4．委員長は必要に応じ委員会を招集し，その

議長となる。

5．委員長に事故あるときは，副委員長が代行

する，

第5条（審議決定事項）

1．委員会は次の事項を審議，決定する。

（1）「紀要」の編集に関する事項。

（2）「紀要」の発行に関する事項。

（3）その他，委員会が必要と認めた事項。

2．前項以外の投稿・執筆に関する事項は別に

定める。

第6条（会議）

l.委員会は委員の3分の2以上の出席がなけ

れば会議を開くことができない。

2．会議の議事は出席委員の過半数で決定する。

ただし，議長は採決に加わらないものとする。

3．前項で可否同数の場合は議長の決するとこ

ろによる。

第7条（改正）

この規定の改正はスポーツ健康科学委員会の議

を経てスポーツ健康科学委員会委員長が行う。

附則

この規定は平成20年11月15日から施行する。
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東洋大学スポーツ健康科学紀要投稿規定

第1条（目的）

東洋大学スポーツ健康科学「紀要」に投稿する

ものは，この規定の定めるところによる。

第2条（投稿資格）

執筆者は原則として東洋大学スポーツ健康科学

白山研究室および工学部スポーツ健康科学研究

室の室員ならびに法学部，工学部に所属し，ス

ポーツ健康科学の授業を担当する非常勤講師と

する。

第3条（申込および締め切り）

執筆申込および原稿締切期限は年1回発行の場

合,次の各号の通りとし，年2回発行の場合は，

その都度別に定める。

（1）執筆申込は，別に定めるスポーツ健康科学

「紀要｣執筆申込害を7月15日までに提出する。

（2）原稿の提出は11月30日までとする。

（3）上記(1)，(2)の提出先は委員長および副委員

長とする。

第4条（原稿の種類）

この「紀要」に投稿できる原稿の種類は,論文・

総説・資料・研究ノート，研究活動報告，彙報

などとする。

第5条（タイトル）

投稿する原稿は和文または欧文とし，和文原稿

には欧文タイトル，欧文原稿には和文タイトル

を付す。

第6条（摘要）

投稿する原稿には摘要（タイトル・執筆者氏名

とも）をつけることとする。

（1）和文原稿の場合は外国文による摘要・外国

原稿の場合は和文による摘要とする。

（2）分量は紀要1ページ以内とする。

（3）掲載場所は各原稿の最初とする。

（4）但し，摘要の掲載は原則であり，必ずしも

原稿掲載の条件とはしない。

第7条（抜刷）

抜刷は論文l篇につき50部とする。ただし，そ

れ以上を希望するものは原稿提出時50部を単位

として別に申し込むものとする。

第8条（改正）

この規定の改正はスポーツ健康科学委員会の議

を経てスポーツ健康科学委員会委員長が行う。

附則

この規定は平成20年ll月15日から施行する。

東洋大学スポーツ健康科学紀要執筆要領

l.東洋大学スポーツ健康科学「紀要」に投稿す

るものは，この執筆要領の定めるところによる。

2．原稿枚数は原則として，和文の場合は400字

詰め原稿用紙80枚以内，欧文の場合はA4タイ

プ用紙にダブルスペースで打ち40枚以内とし，

それを越す場合はあらかじめ委員会の承認を必

要とする。

3．活字指定，そのほか，図・写真・表・参考文

献・引用文献などの扱いは委員会に一任する。

4．原稿に執筆者投稿票を附して提出する。



｢スポーツ健康科学（白山キャンパス）研究室」スタッフ一覧

専任教員

【法学部】

三浦美沙子，金田英子，平井伯昌，谷釜尋徳

【経済学部】

塩田徹，角南俊介

【経営学部】

西村忍，安則貴香

非常勤講師

今野亮，佐久間康，須田和也，田代浩二，番場裕之

｢スポーツ健康科学（川越キャンパス）研究室」スタッフ一覧

専任教員

【理工学部】

一川大輔，山崎享子

非常勤講師

小川貴志子，奥田功夫，重藤誠市郎，高畑 隆，田口直樹，長澤純一，藤城仁音，安田智洋



◆執筆者（筆頭著者）一覧◆

一川大輔（イチカワ・ダイスケ／理工学部生体医工学科）

重藤誠市郎（シケトウ・セイイチロウ／非常勤講師）

金田英子（カネダ・エイコ／法学部法律学科）

塩田徹（シオダ・トオル／経済学部総合政策学科）

谷釜尋徳（タニガマ・ヒロノリ／法学部法律学科）

田代浩二（タシロ・コウジ／非常勤講師）

●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６

◆編集後記◆

『スポーツ健康科学紀要』第ll号をお届けします。今回は合計9編の原稿が掲載の運びとなり，各々

の專門分野から多様な視点が提供されています。投稿者の先生方をはじめ，本誌の編集作業にご協力を

いただいた皆様に，この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

昨年9月のIOC総会で,2020年の夏季オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市が「東

京」に決定いたしました。この東京大会や2016年のリオデジャネイロ大会においては，選手や指導スタ

ッフとして本学関係者の活躍が大いに期待されています。

本誌では，こうした競技スポーツの世界はもちろん，人間の運動や健康にまつわるバラエティに富ん

だ情報（研究成果）を，今後も絶えず発信していけるよう努めてまいります。

また，この3月末をもって三浦美沙子教授（法学部企業法学科）がご退職されます。近年，ベテラン

の先生方の退職に伴う教員の入れ替わりが相次ぐ、中，先生には常に適確なご助言とご指導をいただいて

現在に至ります。長きにわたって，本学のスポーツ健康科学教育を支えてこられた三浦先生のご功労に

感謝の意を表しますとともに，今後の益々のご活躍とご健康を心よりお祈り申し上げます。

（谷釜記）

2013年度「スポーツ健康科学紀要」編集委員

委員長谷釜尋徳（法学部）

委員三浦美沙子（法学部）

委員金田英子（法学部）

委員塩田徹（経済学部）

委員西村忍（経営学部）



スポーツ健康科学紀要第11号

2014年3月13日印刷

2014年3月14日発行

重壽美東洋大学ｽポーﾂ健康科学委員会
東京都文京区白山5丁目28番20号

制作蔦友印刷株式会社

東京都文京区白山1丁目13番8号

電話03(3811)5343

’



1

β
‐
Ｉ
‐

〃

ISSN:1346-:1087

JOURNALOFSPORTANDHEALTHSCmNCE

ー

Marchl2014No.11

CONTENTS

ArtiCles
‐ダ ニ－

RelationshipbetWeenlowereXtremitymusClethicknessusing
B-modeUltrasOundanaphysiCaltestincollegestudents"""L/;
？…………ICHIKAWADaiSdke,YAMAZAKIKyoko,YASUDATomOhiro=(1～10)
‐'‐7，

RelationshiPbetWeennarcisSismtendenCymdSe1fLefficacyin｣
pro-exercisemalesincOllegePhySiCaleduCatiOnClass
．…‘…･…街…･……5SHIGETOSeiiChiro,OKUDAIsaO,ICHIKAWADaiSuke(11～19)

、

’1

’1
QUalitativestUjyOnthefimctionofsheltersinJapanesesChoOlSf
…･…………｡………．．………･……………………………雪…･･…KANEDAEiko(21～27) ’
ThensefiilmSgOfthemUsclehardnessmeasUrementfbrtheevalUatiOnZ

ofconditionsmmiddle-distancerunnersduringCamp･f?･･…?SmODATOru(29~38)
，篝r~=‘･‐f・

：‐

difionofshoeskindefgartenwear･『‐〃．Astudy℃ntheactUalc皿difionOfshoeskindergartenwear？
"~ByPayingattentiontOfbotdefbrmationandrtoftheShQeandfbot～ゴ
……………･……………"…….j……･；，…恩SHODATqrU;KITAnMAShinya(39～44)さ，“‘‘

、--｡‘_‘!,ノ、;~#fゞ L;'‐･‐
"d"lkingftancesin一TravelroUtesbetWeenUshuYUZaWa加dEdo”d”lkmgdistancesm

thelatertermofEdoperiod～AnalysisoftheS7iO妨肋Do酌"〃(1840ノー〈
』･･6，d…………．｡………･……………･………･･璽鳳･"･…?｡｡…TANIGAMAHirOnori:(45～54)

｡、制

SPectatingbyEdOcOmmonerSatKanZinSumointhelatertermof』
EdoPeriod･･･i……………………．．…･…………………･…TANIGAMAHironori(55』~77)

ResarChreport4f㈱.；

GroupenpowermentfOrSelfaleamm雪skills(3)■秘？■~'､■､：弓：
~apracticaluSeofPrOjectAdVeIiture～ゞ 、≦､"

………………………………………王蝋隅職報謝H藍淵(79-92)
Standingmaterial;、：：

’7‘，

KavadrinkingclUturem助iandTongab･…………‘…･き……KANEDAEiko(93～96)

Publishedby

TOYOUNIVERSITY

28-20,HakuSan5-Chome,Bmkyo-ku,

Tokyo,Japan

鯵”ⅢⅣERSITY
_一一_＝-


